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資料５

成長と分配の好循環の実現
～企業部門の過剰貯蓄是正が必要～
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１．成長と分配の好循環のメルクマール
～問題は企業の過剰貯蓄と低い労働分配率～
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（出所）OECD

企業の資⾦過不⾜国際⽐較
〜⽇本の異常な過剰貯蓄で⻑期停滞〜
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（出所）フローニンゲン⼤学、カリフォルニア⼤学
デービス校

労働分配率の国際⽐較
〜⽇本は構造的に低⽔準〜
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２．30年ぶり賃上げを持続可能とするために
～海外の給料は「上がる」ものではなく「上げる」もの～

199

81

8
29

81
103

480

308

214

66
84

107

0

100

200

300

400

500

600

都
合
の
良
い
時
間
に
働
き
た
い

家
計
補
助
・
学
費
等
を
得
た
い

家
事
・
育
児
・
介
護
等
と
両
⽴
し
や
す
い

通
勤
時
間
が
短
い

専
⾨
的
な
技
能
等
を
活
か
せ
る

正
規
職
員
・
従
業
員
の
仕
事
が
な
い

万
⼈

（出所）総務省

理由別⾮正規職員（2022年）
〜⼥性正規化は週休四⽇制推進が効果的か〜
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y = 0.5767x  ‐ 1.1382
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〜転職者への所得税優遇も効果的か〜
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３．効果的な対内直接投資増と生産国内回帰
～TSMC誘致で進む賃上げと人材育成～
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（出所）UNCTAD

G7の対内直接投資残⾼/GDP

〜2030年倍増(12％)達成でも最下位〜

カナダ フランス
ドイツ イタリア
⽇本 英国
⽶国

‐30.0

‐20.0

‐10.0

0.0

10.0

20.0

30.0‐5.0

‐4.0

‐3.0

‐2.0

‐1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

19
91

19
93

19
95

19
97

19
99

20
01

20
03

20
05

20
07

20
09

20
11

20
13

20
15

20
17

20
19

20
21

20
23

円
安

←
円
：
前
年
差

→
円
⾼

前
年
差
:％

pt

（出所）⽇銀、経産省

ドル円と海外⽣産⽐率
〜アベノミクス以降ピークアウトする

海外⽣産⽐率〜

海外⽣産⽐率 ドル円（３年先⾏）


